
阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

お
く
り
も
の

～
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
を
国
立
公
園
へ
～

た
。
私
は
一
瞬
、
こ
の
計
画
は
非

常
に
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
が
、
環
境
省
や
国
土
交

通
省
な
ど
と
相
談
す
る
と
、
ハ
ー

ド
ル
は
決
し
て
低
く
は
な
い
が
可

能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　
か
つ
て
は
国
立
公
園
の
認
定
に

つ
い
て
は
、
景
観
、
地
形
、
地
質

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
は
里
地
里
山
（
集
落
の
周
り

に
田
ん
ぼ
が
広
が
り
、
雑
木
林
や

た
め
池
が
点
在
す
る
よ
う
な
、
人

が
自
然
と
調
和
し
て
暮
ら
す
農
耕

文
化
が
形
作
っ
た
地
域
）
や
、
生

物
多
様
性
が
重
要
な
要
素
と
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
調
べ
て
み
ま
す
と
、
徳
島
県
か

ら
陸
生
巻
貝
の
新
種
が
見
つ
か
っ

た
の
は
30
年
ぶ
り
と
な
る
ア
ナ
ン

ム
シ
オ
イ
ガ
イ
の
発
見
、
ギ
ネ
ス

に
も
の
っ
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
研
究
、

牟
岐
大
島
や
水
床
湾
の
シ
コ
ロ
サ

ン
ゴ
、
ミ
ド
リ
イ
シ
、
キ
ク
メ
イ

　

昭
和
39
年
（
１
９
６
４
年
）

は
、
阿
南
市
お
よ
び
県
南
に
と

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。
１
月
に
は
阿
南
市

が
国
の
新
産
業
都
市
に
指
定
さ

れ
、
３
月
に
は
海
南
高
等
学
校

が
第
36
回
選
抜
高
等
学
校
野
球

大
会
で
優
勝
。
６
月
に
は
県
南

海
岸
一
帯
が
室
戸
阿
南
海
岸
国

定
公
園
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
東
京
で
は
10
月
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
先
日
、
室
戸
市
の
小
松
幹
侍

市
長
さ
ん
が
私
を
訪
ね
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。「
今
年
は
室
戸
阿

南
海
岸
国
定
公
園
が
50
周
年
を

迎
え
る
。
ま
た
、
室
戸
岬
は
先

般
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ

れ
、
交
流
人
口
が
３
倍
に
増
え
、

地
域
経
済
へ
の
活
性
化
効
果
が

表
れ
て
い
る
。
50
周
年
を
機
に
、

国
定
公
園
か
ら
国
立
公
園
へ
格

上
げ
す
る
運
動
を
展
開
し
て
は

ど
う
か
」
と
い
う
ご
相
談
で
し

シ
な
ど
。
ま
た
、
植
物
と
し
て
は

室
戸
岬
の
ア
コ
ウ
林
、
出
羽
島
の

ハ
マ
ユ
ウ
、
千
羽
海
崖
の
ク
ロ
マ

ツ
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
、
ヤ
マ
モ
モ
な

ど
海
洋
性
観
光
資
源
を
中
心
に
多

様
な
要
素
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
再
発
見
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
徳
島
県
は
県
南
地
域
の

観
光
開
発
と
い
え
ば
、
海
部
郡
海

陽
町
ま
で
の
開
発
で
あ
り
、
か
つ

て
本
県
と
ゆ
か
り
の
深
い
賀
川
豊

彦
が
世
界
屈
指
と
評
価
し
た
す
ば

ら
し
い
海
岸
美
で
連
な
る
高
知
県

室
戸
岬
ま
で
も
含
ん
だ
売
り
出
し

を
高
知
、
徳
島
両
県
と
も
怠
っ
て

い
ま
し
た
。

　
行
政
と
い
う
名
で
線
引
き
し
た

地
域
内
は
微
に
入
り
細
に
入
り
解

析
す
る
が
、
地
域
の
境
界
の
外
は

互
い
に
全
く
の
白
紙
と
い
う
悪
弊

を
打
破
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公

園
は
海
岸
〝
線
〟
が
対
象
で
し
た

が
、
国
立
化
に
あ
た
っ
て
は
、
海

や
陸
と
い
っ
た
奥
行
き
の
深
い

〝
面
〟
へ
の
認
定
へ
と
進
ん
で
い

き
ま
す
。
そ
し
て
観
光
地
と
し
て

の
ま
と
ま
り
の
創
出
に
よ
る
連
携

の
強
化
、
魅
力
の
向
上
、
地
域
活

性
化
の
基
盤
の
創
出
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
の
構
想
は
、
き
っ
と
空

海
も
応
援
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

平
成
26
年
度

バ
ス
無
料
乗
車
券
の
交
付

　

高
齢
者
の
方
が
健
康
で
生
き
が

い
を
持
ち
、
一
層
の
社
会
参
加
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
高
齢
者

福
祉
特
定
回
数
乗
車
券
を
交
付
し

ま
す
。

交
付
対
象　
市
内
在
住
の
満
70
歳

以
上
の
方
で
、
平
成
25
年
度
の
市

民
税
所
得
割
額
が
５
万
円
以
下
の

方利
用
で
き
る
交
通
機
関　
徳
島
バ

ス
・
徳
島
バ
ス
阿
南
（
循
環
バ
ス

を
含
む
）
が
運
行
す
る
市
内
の
全

路
線

申
請
受
付
開
始
日　
３
月
20
日
㈭

申
請
方
法　
申
請
書
（
介
護
・
な

が
い
き
課
ま
た
は
各
支
所
・
住
民

セ
ン
タ
ー
等
に
備
え
付
け
）
を
各

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。
代

理
申
請
の
場
合
は
、
本
人
お
よ
び

代
理
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
申
請
時
に
は
平
成
25
年
度
分
の

残
券
等
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

乗
車
券
の
交
付　
申
請
書
を
受
理

後
、
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。
た
だ

し
、
各
支
所
・
住
民
セ
ン
タ
ー
等

で
受
け
付
け
し
た
分
は
、
後
日
郵

送
と
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
・
な
が
い

き
課
（
☎
22

－

１
７
９
３
）
へ

平
島
小
学
校
へ

●
防
災
頭
巾
４
４
０
着

那
賀
川
管
内
修
繕
工
事
連
絡
協

議
会
（
㈱
大
一
建
設
・
阿
南
経

常
建
設
共
同
企
業
体
・
富
岡
建

設
㈱
）
様
か
ら

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
１
万
３
０
５
３
円

小
松
島
市
大
林
町　

カ
ラ
オ
ケ

喫
茶
歌
姫　

代
表　

脇
坂
道
代

様
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
大
会
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
募
金
を
地
域
福
祉
事
業

活
動
資
金
と
し
て

●
金
一
封

橘
町　

四
国
電
力
労
働
組
合
阿
南

火
力
支
部
青
年
部
様
か
ら
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収
益
金
を
地
域

福
祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

●
金
５
万
８
１
８
９
円

見
能
林
町　

翔
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会　

代
表　

白
浜
和
子
様
か
ら
「
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
２
０
１
４
春
の
ふ
れ
あ

い
歌
謡
シ
ョ
ー
」
に
お
け
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
募
金
を
地
域
福
祉
事
業

活
動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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